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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 18,262 6.9 2,080 29.2 2,233 27.8 1,557 51.0
27年3月期第2四半期 17,084 10.9 1,609 72.0 1,747 68.9 1,031 81.9

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 1,607百万円 （55.5％） 27年3月期第2四半期 1,033百万円 （△29.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 57.39 ―
27年3月期第2四半期 40.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 52,083 32,350 56.2 1,093.77
27年3月期 51,424 31,731 55.7 1,053.24
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 29,288百万円 27年3月期 28,648百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 

    配当予想の修正については、本日(平成27年11月9日)公表いたしました「剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正（増配）に関する 
   お知らせ」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 9.00 ― 14.00 23.00
28年3月期 ― 11.00
28年3月期（予想） ― 16.00 27.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 2.1 4,500 5.8 4,800 3.5 2,800 7.3 102.94



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  (注) 詳細は、四半期決算短信（添付資料） 2ページ 「2．サマリー情報（注記事項）に関する事項」 をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
     この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に 
   対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
    本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
  その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と 
  なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信 （添付資料） 2ページ 「1． 当四半期決算に関する定性的情報 
  (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 27,212,263 株 27年3月期 27,212,263 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 434,933 株 27年3月期 11,895 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 27,136,495 株 27年3月期2Q 25,777,644 株
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1. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善のほか、設備投資が総じて持ち直しの動

きをみせるなど、景気は緩やかな回復基調を維持いたしました。当業界におきましても、需要は引き続き堅調

に推移いたしました。

こうした情勢のもと、当社グループは、節電・省エネルギー空調と個別受注生産体制を基盤とした対応力の

一層の強化並びに迅速化を軸に、戦略的な受注を更に進めたほか、生産革新による品質の追求とコストダウン、

海外子会社との連携強化などに努めてまいりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜日 本＞

需要が堅調に推移するなか、省エネ空調機器等が販売を伸ばした結果、売上高は14,895百万円(前年同

四半期比8.1％増)となりました。利益面におきましては、戦略的な受注展開と製販連携強化によるコス

トダウン等の効果が早期に実現したこともあり、セグメント利益(営業利益)は1,943百万円(前年同四半

期比35.7％増)となりました。

　

＜ア ジ ア＞

為替の影響により、売上高は3,445百万円(前年同四半期比1.6％増)となり、セグメント利益(営業利

益)は112百万円(前年同四半期比28.3％減)となりました。

　

この結果、当社グループの売上高は18,262百万円(前年同四半期比6.9％増)となりました。利益面におきまし

ては、営業利益は2,080百万円(前年同四半期比29.2％増)、経常利益は2,233百万円(前年同四半期比27.8％増)、

投資有価証券売却益及び負ののれん発生益を特別利益に計上したことから、親会社株主に帰属する四半期純利

益は1,557百万円(前年同四半期比51.0％増)となりました。

　

(2) 財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は52,083百万円となり、前連結会計年度末に比べ659百万円増加となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加622百万円、売上債権の減少1,130百万円及びたな卸資産の増加645百

万円等によるものであります。

負債は19,732百万円となり、前連結会計年度末に比べ40百万円増加となりました。これは主に、仕入債務の

減少762百万円、未払法人税等の減少246百万円及び流動負債のその他の増加1,140百万円等によるものでありま

す。

純資産は32,350百万円となり、前連結会計年度末に比べ618百万円増加となりました。これは主に、親会社株

主に帰属する四半期純利益1,557百万円の計上、剰余金の配当380百万円及び自己株式の取得等495百万円による

ものであります。

　

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間の業績は堅調に推移したものの、中国経済の減速など下期の業績動向はなお不透明

であることから、平成27年５月14日に公表いたしました平成28年３月期の連結業績予想は修正しておりません。

　

　

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

企業結合に関する会計基準等の適用

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離

等会計基準」という。)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対す

る当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連

結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変

更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるた

め、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組

替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)

及び事業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽

微であります。
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,323 10,945

受取手形及び売掛金 19,342 18,212

商品及び製品 569 681

仕掛品 483 873

原材料 715 859

その他 624 1,181

貸倒引当金 △922 △1,022

流動資産合計 31,136 31,731

固定資産

有形固定資産

土地 5,759 5,790

その他（純額） 6,181 6,438

有形固定資産合計 11,941 12,228

無形固定資産

のれん 1,265 1,186

その他 480 463

無形固定資産合計 1,746 1,650

投資その他の資産

その他 6,624 6,497

貸倒引当金 △24 △24

投資その他の資産合計 6,600 6,473

固定資産合計 20,287 20,352

資産合計 51,424 52,083
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,241 7,478

短期借入金 2,484 1,656

1年内返済予定の長期借入金 353 420

未払法人税等 1,045 799

賞与引当金 535 680

株主優待引当金 41 ―

厚生年金基金解散損失引当金 118 123

その他 2,213 3,353

流動負債合計 15,033 14,512

固定負債

社債 ― 500

長期借入金 1,407 1,447

役員退職慰労引当金 35 37

退職給付に係る負債 1,383 1,388

その他 1,832 1,847

固定負債合計 4,659 5,220

負債合計 19,692 19,732

純資産の部

株主資本

資本金 5,822 5,822

資本剰余金 5,923 5,923

利益剰余金 15,230 16,407

自己株式 △4 △500

株主資本合計 26,972 27,653

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,458 1,367

土地再評価差額金 △702 △702

為替換算調整勘定 742 815

退職給付に係る調整累計額 177 153

その他の包括利益累計額合計 1,675 1,634

非支配株主持分 3,082 3,061

純資産合計 31,731 32,350

負債純資産合計 51,424 52,083
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 17,084 18,262

売上原価 11,978 12,319

売上総利益 5,106 5,943

販売費及び一般管理費 3,496 3,862

営業利益 1,609 2,080

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 47 50

持分法による投資利益 41 87

雑収入 101 90

営業外収益合計 196 233

営業外費用

支払利息 32 25

社債発行費 ― 22

雑支出 26 31

営業外費用合計 58 79

経常利益 1,747 2,233

特別利益

投資有価証券売却益 ― 68

負ののれん発生益 ― 95

特別利益合計 ― 163

税金等調整前四半期純利益 1,747 2,396

法人税、住民税及び事業税 737 809

法人税等調整額 △80 △3

法人税等合計 657 805

四半期純利益 1,089 1,591

非支配株主に帰属する四半期純利益 58 33

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,031 1,557
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 1,089 1,591

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 302 △90

為替換算調整勘定 △333 113

退職給付に係る調整額 △3 △23

持分法適用会社に対する持分相当額 △21 17

その他の包括利益合計 △56 16

四半期包括利益 1,033 1,607

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,138 1,516

非支配株主に係る四半期包括利益 △105 90
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調 整 額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日 本 アジア 計

売 上 高

外部顧客への売上高 13,753 3,331 17,084 ― 17,084

セグメント間の
内部売上高又は振替高

24 59 83 △83 ―

計 13,778 3,390 17,168 △83 17,084

セグメント利益 1,432 156 1,589 20 1,609

(注) １ セグメント利益の調整額20百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調 整 額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日 本 アジア 計

売 上 高

外部顧客への売上高 14,881 3,381 18,262 ― 18,262

セグメント間の
内部売上高又は振替高

13 63 77 △77 ―

計 14,895 3,445 18,340 △77 18,262

セグメント利益 1,943 112 2,056 23 2,080

(注) １ セグメント利益の調整額23百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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